
　（別紙４（２））
事業所名： グループホームあっとホーム黒髪

目標達成計画 作成日： 令和　6　年　3　月　5　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に
要する期間

1 35
火災の訓練に関しては定期的に行っているが、地
震・水害を想定とした訓練はできていない。

ＢＣＰの策定と共にＢＣＰに沿った研修、訓練
（シミュレーション）が実施できる。

12ヶ月

2 10

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。外部評価結果を来訪した家族
にわかるようにしていく。

来訪した家族が外部評価結果を閲覧できる。 1ヶ月

3 2

コロナ禍前は近くの小学校の児童と手紙のやり取
りを行うなどの交流をしていたが、ホームでコロナ
感染症によるクラスターが発生したことにより、外
部との交流を自粛している。今後、インフルエンザ
や感染状況を見極めながら地域との交流を再開
する予定である。

事業所自体が地域の一員として日常的に交流
できる。

6ヶ月

4 　 　 ヶ月

5 　 　 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

　

　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

自然災害に関するＢＣＰを作成し、計画に沿った研
修・訓練を行っていく。

外部評価結果を印刷・ファイリングし、家族が面会等
で来訪した際に閲覧できるようにする。

コロナの状況を踏まえながら、まずは地域の老人会
などと交流をもっていきたい。


